
障害年金の請求について②

骨って大事！コツ骨予防しよう！骨粗鬆症
【JA兵庫厚生連】

　鬆が入ったように骨の中がスカスカになり骨がもろくなることで、骨折しやすくな
る病気です。直接生命を脅かす病気ではありませんが、骨折から要介護状態になる
方も少なくありません。
　また、骨粗鬆症の国内の患者数は、年間1,000万人を超えておりその約8割が
女性です。毎日の生活習慣を見直し骨粗鬆症を予防しましょう！

　骨粗鬆症の危険因子には、①加齢②性
（女性）といった予防しにくいものと、③カ
ルシウム摂取量の不足④運動不足といっ
た生活習慣を変えることで予防できるもの
があります。

①バランスのよい食事を1日に3回規則正しく摂りましょう
　バランスがよい食事とは、主食（ご飯・パン・麺）、副菜（野菜・キ
ノコ・いも・海藻料理）、主菜（肉・魚・卵・大豆料理）がそろい自分
に合ったカロリーになっている食事です。
②カルシウムとビタミンDを意識して摂りましょう
　骨粗鬆症を予防するためにも、治すためにもカルシウムとカ
ルシウムの吸収を助けるビタミンDを多く含む食品を意識して
摂りましょう。
　骨粗鬆症や骨折予防のためのカルシウムの摂取推奨量は、1
日700～800㎎です。カルシウムの吸収率が最も高い食品が牛
乳・乳製品です。牛乳なら1日にコップ1杯（200ｍｌ＝200㎎の
カルシウム）飲むことをお奨めします。また、ビタミンDを多く含む
食品には、魚介類・卵・キノコ類があります。
③控えめにしたい食品、避けたい嗜好品など
　スナック菓子、インスタント食品の頻繁な摂取、アルコールの

　骨は、負荷がかかるほど細胞が活発になり、強くなる性質があ
ります。日常生活の中でできるだけ運動量を増やしましょう。手
軽な運動としてウオーキング、ジョギング、体操などがあります
が、ご自身の体の状態にあわせて無理なく続けることが大切で
す。骨粗鬆症治療中の方や膝に痛みがある方は、運動を開始す
る前に医師に相談してください。

　症状が無くても、女性は40歳を過ぎたら定期的に骨密度検
診を受けましょう。
　骨密度検診の実施日等については、お住まいの地域の広報誌
やホームページ、保健センターで確認できます。検診で骨密度が
減っていると判定された人は、専門の医療機関に受診し診断を
受け、治療の時期を逃さないようにしましょう。

予　防

 LIFE BOX

 ealth

iving advice

健康身知しるべ

暮らしのアドバイス 年金編

9 89

障害年金の請求について、事例を踏まえて紹介します。

[障害年金事例2]『障害等級3級で請求可能なケース』
 本事例の概要
請求者　昭和31年1月生まれ　Nさん（男性）
初診日　平成17年12月△日（厚生年金加入期間中）　
　　　　右変形性股関節症と診断
障害等級該当日　平成27年12月◯日　
　　　　　　　　人工関節装着（障害等級3級）
請求日　平成29年1月□日　事後重症による請求　

【解説 】
 請求手続き   人工関節挿入置換術をした場合には障害等級
は3級となります。
　Nさんの右変形性股関節症の初診日は厚生年金の加入期
間中だったため、障害厚生年金の請求になります。初診日から
1年6カ月後が障害認定日となりますが、その時点では人工関

節を装着しておらず障害の状態に該当しないため、本来であ
れば人工関節装着時である平成27年12月◯日から請求可
能でしたが、請求出来る事を知らなかったため、平成29年1
月□日に事後重症請求をし、平成29年2月より障害厚生年金
3級の受給となりました。

 請求のポイント　障害年金の請求は障害基礎年金と障害厚
生年金があります。障害基礎年金は障害等級1、2級に該当す
ると支給されるのに対し、障害厚生年金は障害等級1、2、3級
に該当すると支給されます。つまり、初診日においてどちらの年
金に加入していたのかで請求できる障害等級が違ってきます。
　初診日が在職中（厚生年金加入中）で、65歳までに人工関
節を装着された場合は、障害等級３級に該当し、障害厚生年
金の請求が可能になりますので一度ご相談下さい。

情報提供者　年金サポートセンター兵庫南
社会保険労務士 倉谷 和秀（JA兵庫南 顧問）

☎（079）427-4678
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こつ そしょうしょう

骨粗鬆症（こつそしょうしょう）とは 原　因

気をつけたい食事のとり方と控えめにしたい嗜好品
骨を強くする運動をしましょう

定期的に骨密度検診（骨粗鬆症検査）を受診しましょう

多飲、カフェインを多く含むコーヒーの多飲、タバコなど

Ⅲ. 地域の活性化（中期経営計画重点項目）
　　評価欄：○計画どおり進捗　△取組みに若干遅れがある　×大幅に遅れている　―今後取り組む予定

項目
具体的行動計画

平成30年度末
目標値

6月末
評価 差異の要因分析 目標達成に必要となる対応策

１．組合員組織の活性化と強化

① JA女性会活動の充実 1,460名 △ 6月末現在、会員数1,445名
女性会活動のPR、新規グループの立
ち上げ支援等、会員増加に向け努力し
ます。

② 次世代につなぐ組合員組織づくり
（子育て応援プラザ） 開設方法の検討 △ こども食堂への食材提供を実施

常設された施設の開設ではなく、乳児
食教室等を実施することで、子育て応
援に対応します。

③ 高齢者・こども見守り活動 年12回
（組合員訪問） ○ 毎月1回実施済み 引き続き、毎月1回実施します。

④ 支店事業所ふれあい活動の展開 年3回 ○ 各支店・事業所でふれあい活動
を実施

支店・事業所で活動を促進するととも
に、その進捗状況を把握しサポートし
ます。

⑤ JA利用者懇談会の充実 年6回開催 ― 初回懇談会は7月18日開催予定
8月、10月、12月、2月に事業毎に開催
し、3月に提案書を提出いただく予定
です。

２．食農教育活動の充実

① ふぁ～みん食農支援金の拡充 70団体参画 △ 6月末現在、44団体が申請 申請締切、7月末。引き続きPRを行い、
申請団体数の増加を目指します。

② ちゃぐりんスクールの充実 30名 △ 25名参加。年間6回開催予定中、
6月末現在で2回開催済み。

活動をPRすることで次年度に向け、
参加者獲得を目指します。本年度の
活動を充実させることで次年度のリ
ピーター参加者の獲得を目指します。

③ 地元野菜を使用した料理教室 年間70回開催 ○ 6月末までに21回開催、参加の
べ人数226人

引き続き、月に5～6回の開催を予定
しています。

④ 農業体験イベントの開催
（支店事業所ふれあい活動） 年1回 ○ 各支店・事業所で開催済みまた

は開催予定
支店・事業所で活動を促進するととも
に、その進捗状況を把握しサポートし
ます。
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「JA兵庫南自己改革」通信
JA兵庫南の自己改革への取り組み、進捗状況を報告します。

～農業の活性化と豊かな地域社会をめざし、創造的自己改革への挑戦！～
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標に掲げ、取り組みます。

vol.4

JA兵庫南は平成３０年度も「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とし、自己改革を進めていきます。

　平成３０年４月２１日、いなみ文化の森コスモホール（稲美町）で、有限責任監査法人トーマツＪＡ支援室シニ
アマネージャーの水谷成吾氏を招き、「農協を取り巻く環境と農協の目指すべき姿」と題した職員向け研修会
を実施しました。
　「ＪＡは多数の小規模農家がやりがいを持って営農を継続できる環境を整備し地域農業を支えるのが農業
協同組合の原点である」と水谷氏は力強く述べられました。
　役職員一同、今まで以上に努力を重ね自己改革に取り組む決意をさらに
強めました。

　ＪＡ兵庫南自己改革の３つの基本目標の一つ「地域の活性化」について、抜粋ですが進捗状況を報告します。

〈1〉職員向け研修会の実施
〈2〉自己改革プログラム進捗状況（６月末）の報告

〈1〉職員向け研修会の実施

〈2〉自己改革プログラム進捗状況（６月末）の報告

政府の農協改革とJAの自己改革との違いとは？
・政府が進める農協改革は『1人×100歩＝100歩の前進』
・JAが進める自己改革は『100人×1歩＝100歩の前進』


